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４年４年４年４年    伊差川伊差川伊差川伊差川実怜実怜実怜実怜
１．１．１．１．目的・動機目的・動機目的・動機目的・動機
 私は今年の  月から、お父さんの仕事の都合で伊平屋島のさらに離島の野甫島に移り住むこと

になりました。その島は、それまで住んでいた名護市屋部区とは比べ物にならないくらい自然が

豊かでとても珍しい不思議な生き物たちがいっぱいいます。私は伊平屋島で生活する間に島に棲

む不思議な動物たちをすべて調べてみたいと思います。とりあえず、今年は  年を通してどのよ

うな生き物が伊平屋島（特に野甫島）に棲んでいるのかを調べ、その生態の特徴をまとめます。

その中でも特に注目しているのが島の甲殻類の王者「ヤシガニ」です。沖縄本島にいる時は一度

も見つけることはできませんでした。私は、その不思議な島「伊平屋島」の自然、特に野甫島に

ついてまとめます。
（１）調査研究場所について     伊平屋村野甫島








（２）野甫島の動物を観察して起こった疑問

①本島では見慣れないたくさんの動物たち。野甫島にはどのような珍しい動物がいるのだ
ろうか。

②沖縄本島ではほとんど見る機会がなかったヤシガニが、野甫島に多く繁殖しているのはな
ぜなのか。ヤシガニはどの様な所に好んで住み、繁殖しているのだろうか。

③なぜ、野甫島（伊平屋島）に棲む動物は人間を怖がらないのだろうか。

２．調査の２．調査の２．調査の２．調査の方法・内容方法・内容方法・内容方法・内容 ヤシガニヤシガニヤシガニヤシガニ（オカヤドカリ科 別名オイハギガニ 学名 ）
（１）野甫島の周回道路を散策し、そこでみられる珍しい動物を調査する。
 ・なるべく決まった時間に調べる。
 ・場所による生物の棲み分け（分布）を記録する。
（２）年間を通して、月（季節）毎のヤシガニの活動を記録していく。
（３）野甫島に長年住む大人から、ヤシガニの情報を集める。


             







伊平屋村

写真①巣穴探索･調査 写真②オカヤドカリの卵 写真③夜の調査（ヤシガニ） 写真④最大のヤシガニ

３．３．３．３．調査調査調査調査
（１）野甫島でヤシガニの調査とともに見られる動物の分布図














 ヤシガニが多く確認されるところ    アオバズクが確認されるところ
  オカヤドカリが極端に多いところ    ヒメハブとアカマタがよく確認されるところ

  ミフウズラがよく確認できるところ

（２）以下の地図の ～ の地点で多くの動物が確認できた。※ は探索路から外れた海岸。















（３）～ の各観察ポイントの動物の生態の特色
 ：アオバズクが  羽・ヤシガニが  月・ズカアオバトのつがい・イソヒヨドリ
  ヒメハブも出没  ※通学する小学校と住居（教員宿舎）がある。
 ：大量のヤドカリが歩行する（ 月～ 月）・海岸では交尾・産卵がみられる。

伊平屋村野甫島に棲む動物たち
～ヤシガニの研究を通した島の生き物の調査～

伊平屋村立野甫小学校
４年　伊差川実怜



53

伊平屋村野甫島に棲む動物たち伊平屋村野甫島に棲む動物たち伊平屋村野甫島に棲む動物たち伊平屋村野甫島に棲む動物たち～～～～ヤシガニの研究を通した島の生き物の調査ヤシガニの研究を通した島の生き物の調査ヤシガニの研究を通した島の生き物の調査ヤシガニの研究を通した島の生き物の調査～～～～
伊平屋村立野甫小学校伊平屋村立野甫小学校伊平屋村立野甫小学校伊平屋村立野甫小学校

４年４年４年４年    伊差川伊差川伊差川伊差川実怜実怜実怜実怜
１．１．１．１．目的・動機目的・動機目的・動機目的・動機
 私は今年の  月から、お父さんの仕事の都合で伊平屋島のさらに離島の野甫島に移り住むこと

になりました。その島は、それまで住んでいた名護市屋部区とは比べ物にならないくらい自然が

豊かでとても珍しい不思議な生き物たちがいっぱいいます。私は伊平屋島で生活する間に島に棲

む不思議な動物たちをすべて調べてみたいと思います。とりあえず、今年は  年を通してどのよ

うな生き物が伊平屋島（特に野甫島）に棲んでいるのかを調べ、その生態の特徴をまとめます。

その中でも特に注目しているのが島の甲殻類の王者「ヤシガニ」です。沖縄本島にいる時は一度

も見つけることはできませんでした。私は、その不思議な島「伊平屋島」の自然、特に野甫島に

ついてまとめます。
（１）調査研究場所について     伊平屋村野甫島








（２）野甫島の動物を観察して起こった疑問

①本島では見慣れないたくさんの動物たち。野甫島にはどのような珍しい動物がいるのだ
ろうか。
②沖縄本島ではほとんど見る機会がなかったヤシガニが、野甫島に多く繁殖しているのはな
ぜなのか。ヤシガニはどの様な所に好んで住み、繁殖しているのだろうか。

③なぜ、野甫島（伊平屋島）に棲む動物は人間を怖がらないのだろうか。

２．調査の２．調査の２．調査の２．調査の方法・内容方法・内容方法・内容方法・内容 ヤシガニヤシガニヤシガニヤシガニ（オカヤドカリ科 別名オイハギガニ 学名 ）
（１）野甫島の周回道路を散策し、そこでみられる珍しい動物を調査する。
 ・なるべく決まった時間に調べる。
 ・場所による生物の棲み分け（分布）を記録する。
（２）年間を通して、月（季節）毎のヤシガニの活動を記録していく。
（３）野甫島に長年住む大人から、ヤシガニの情報を集める。


             







伊平屋村

写真①巣穴探索･調査 写真②オカヤドカリの卵 写真③夜の調査（ヤシガニ） 写真④最大のヤシガニ

３．３．３．３．調査調査調査調査
（１）野甫島でヤシガニの調査とともに見られる動物の分布図














 ヤシガニが多く確認されるところ    アオバズクが確認されるところ
  オカヤドカリが極端に多いところ    ヒメハブとアカマタがよく確認されるところ

  ミフウズラがよく確認できるところ

（２）以下の地図の ～ の地点で多くの動物が確認できた。※ は探索路から外れた海岸。















（３）～ の各観察ポイントの動物の生態の特色
 ：アオバズクが  羽・ヤシガニが  月・ズカアオバトのつがい・イソヒヨドリ
  ヒメハブも出没  ※通学する小学校と住居（教員宿舎）がある。
 ：大量のヤドカリが歩行する（ 月～ 月）・海岸では交尾・産卵がみられる。



54

 ： 月～ 月にかけて毎晩１頭～３頭のヤシガニの歩行が確認できる。全て海に向かう。
 ：ヤシガニ・ミフウズラ（ 月～ 月）・アカマタ・野良猫を見かける。
 ：ヤシガニは確認できない。ミフウズラ（ 月～ 月）・アカマタ・野良猫を見かける。
 ：ヤシガニを  月～ 月にかけて確認
 ：ヤシガニ・大型のねずみ（不明）・ヒメハブ。
 ：ヤシガニ・アオバズク・カルガモ（貯水池内）
  ：ヤシガニや他の大型の動物は見られない。周辺に畑が多く集落に近い。

（４）ヤシガニの生態調査について（～ の地点を中心に調査を行った。）

調査日（月日） ヤシガニ

の頭数

調査した

時刻

個体のサイズ 場所（定点）

Ａ～Ｉ

その他

（※Ａ～Ｉは地点）

 月  日（火） なし ～   

 月  日（水）  頭  （中小）、（中）  

 月  日（木）  頭  （特大♂）（中）（中小）  

 月  日（月） なし ～   

 月  日（木） なし ～   

 月  日（土） なし 朝    

 月  日（火） なし ～  ～

※海岸線

・ﾔｼｶﾞﾆの産卵を調査

・ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ類の産卵を確認

 月  日（木） なし ～  ～

※海岸線

・ﾔｼｶﾞﾆの産卵を調査

※ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ類の産卵を確認

 月  日（火）  頭  （中）、（中小）  

 月  日（水）  頭  （中小）（中小）（中小）  ﾐﾌｳｽﾞﾗを初確認 ※

 月  日（木）  頭  （中）  ﾔﾄﾞｶﾘ類の歩行が減少

 月  日（金）  頭  （小）（小）（中小）  寝ているﾐ ﾌ ｳ ｽ ﾞ ﾗを確認 

 ※

 月  日（土）  頭  （中小）  

 月  日（日）  頭  （中）（中小）（中）  

 月  日（月）  頭    ﾐﾌｳｽﾞﾗ  羽 ※Ｂ

 月  日（月）  頭  （小）  

 月は、海岸線を昼間に探索するも、 頭も発見できず。

 月  日（土）  頭  （小）  昼の海浜調査では未発見

 月  日（日）  頭  （小）  昼夜の海浜調査では未発見

 月  日（月）  頭  （小）最も小さいサイズ  ※宿舎の階段

 月  日（水）  頭  確認できず 島内 林道 宿をもつ幼生を探索

 月  日（月）  頭    ﾐﾌｳｽﾞﾗ  羽 ※

 月  日（火）  頭  （中小）  

 月  日（土）  頭 ～   

※ヤシガニの大きさ分類：甲羅（小７・中小 ・中 ・大 ・特大 ）


４．考４．考４．考４．考    察察察察
（１）ヤシガニの調査を、月毎の確認頻度と調査地点の個体数についてグラフ化し考察を行った。
 資料①     資料② 









資料①の考察

   月から調査を開始したが、 月から  月にかけて、活動のピークを迎え、 月に入ると
ヤシガニの歩行が確認できなくなった。
資料②の考察
発見場所は  地点が圧倒的に多く、ヤシガニの餌となるアダンやソテツの群落がある。住み

かとしやすい琉球石灰岩の岩場の斜面があり、そこから海岸線へ向かうヤシガニの歩行がみら
れた。


（２）野甫島のヤシガニが確認できる場所の特徴（野甫島の場合）
 ①その地質と植生
 ア．地質と土地の特徴
 ・島尻マージと呼ばれる土壌に琉球石灰岩が分布している（伊平屋博物館）。
 ・岩場の多い海岸線で、琉球石灰岩の浸食によってできた穴が無数に見られる。
 結果 ヤシガニは、琉球石灰岩の浸食された岩場がむき出しなっている岩場の斜面で歩行 

 する姿が多く見られた。 

 イ．植生の特徴
 ・琉球石灰岩の岩場の周辺には、ソテツとアダンが多く生えている。
 結果 ヤシガニが見られる場所には餌となるアダンやソテツの群生がみられた。
 アダンやソテツの実が熟する７月～８月に掛けて、周辺に良く見られた。
 ②ヤシガニの行動や繁殖（産卵や交尾）活動について
 ア 月夜（満月）大潮に海岸線を観察したが、ヤシガニの産卵や生殖活動は１度も確認で

きなかった。メスの数は極端に少なく、抱卵した雌の確認はできていない。
 イ 最小の甲羅  のヤシガニより更に小さい幼生は確認できなかった。
 ウ オカヤドヤドカリ類と同じ時期に近い岩場で産卵すると予測したが、産卵行動は確認
 できなかった。※ヤシガニは、独自の適所で産卵を行っていると考える。

エ 夕暮れから活発な活動が確認できた。昼間の歩行は一度も確認できなかった。

 月  日（日）  頭  （中小）  

 月  日（日）  頭 ～   

 月  日（木）  頭 ～   

 月  日（月）  頭 ～   

 月  日～ 日  頭 ～   巣穴の調査（昼・夜）

 月  日（日）  頭 ～   

 月  日（月）  頭 ～   
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 月  日（日）  頭  （中小）  

 月  日（日）  頭 ～   

 月  日（木）  頭 ～   

 月  日（月）  頭 ～   

 月  日～ 日  頭 ～   巣穴の調査（昼・夜）

 月  日（日）  頭 ～   

 月  日（月）  頭 ～   


